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貴殿と小泉純一郎 日本国 内閣総理大臣との首脳会談に先立ち、我々は、会談の交
渉プログラムにロシアと日本の原子カエネルギー分野における協力問題に関する検討

を含めることを提案いたします。

我々両国間の協力は、これまでの経験に鑑み、また世界の持続的発展に寄与する原子

カエネルギーの重要性に対する共通の認識のもとに、高い将来性を有しております。

原子カエネルギーに関し、その安全性と不拡散の重大性を鑑み、国家レベルで支持す

ることが適当と思われる当面の協力の緊急課題を次に掲げます。

解体核兵器のプル トニウムか ら振動充填法による核燃料製造技術開発と実用化

ならびにBN型及びその他の高速炉における燃焼
ロシア太平洋艦隊の退役原子力潜水艦の安全な解体処分

二国間原子力分野の協力協定の作成と締結

当研究所と日本原子力産業会議の専門家でとりまとめた提言を添付いたします。

原子力分野におけるロシアと日本の協力の具体化は 2000年 に開催された国連サミ
ットにおけるプーチン大統領のイニシアチブと、 2002年 のモスクワにおけるロシ
アー米大統領のサミット合意の更なる発展であり、日本、ロシア、全世界のエネルギ

ーの安全性を促進するものと考えます。
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と環据晰ビンヽ 明罰状

Puの燃焼d原潜解体等の日口協力を中訛 ―



と環警器誕ンヽ のi謝獄

―解体核Puの燃焼と原潜解体等の日回協力を中心に一

この〃本と″シアの共層ルポーハは、 ィをノ〃本原子力産業癸

彦と″シア研究 れ ゲ ー /タルチャハノ研究所」の議張家 たま

フτ蕉成されました。
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